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フリーストール牛舎で、の乳牛の採食行動と飼槽管理

森田 茂(酪農学園大学)

1 .北海道家畜管理研究会テーマ

北海道家畜管理研究会報の創立20周年記念特

別号(第22巻、 1987)には、第31回研究会(1981)テ

ーマである「乳牛の給飼システム」として、「混合

飼料給与システム」あるいは「群飼育における給

飼システム」といった発表題名が並んでいる。ま

た翌年(1982)は、「家畜管理の情報システムとその

方向」がテーマであり、 1983年度の「コンプリー

トフィード給与システム」、 1984年度の「乳牛の群

管理システム」へと続く。この時代は、まさに現

在の給飼に関する飼養管理技術の繁明期であった

といえる。

1983年の研究会は「コンプリートフィードシス

テム」をテーマと行われ、酪農学園大学西埜教授

(当時)による「乳牛の完全飼料と給飼システム」

と題した報告があった(1983)。同時に、佐藤正三

氏の「十勝におけるコンプリートフィードシステ

ムの現状と問題点」ならびに、村井信仁氏の「コ

ンプリートフィードの調製機械」が発表された。

佐藤氏は、放し飼い牛舎での飼料給飼については

多くの経験とアイデアをお持ちであり、今回の研

究会では、現実的対応から研究上の示唆をいただ

いた。

この当時の報告を読めば、現在の飼料給与管理

を検討する際に参考となるたくさんのフレーズに

出会う。西埜氏は、完全飼料(コンプリートフィー

ド)は、 1)飼料給与の機械化に対応できる。 2)栄養

の均衡が取りやすいといった利点を持ち、飼料原

料の十分な混合(選択採食させない)と十分量の給

与(自由採食)が、その原則になると述べている。

このあたりは、フリーストール牛舎の乳牛飼養管

理の基本として、現在でも共通している。

その後、コンプリートフィードはTMRと呼び名

を変え、飼槽構造や飼槽幅などの給与する場の検

討や飼槽管理(パンクマネイジメント)という飼料

提供の仕方についての検討を経ることとなる。一

方で、自動搾乳システムに関連して、 1種類の完

全飼料を求めなない部分混合飼料(PMR)の提唱

がなされるようになる (Rodenburg，2004; 

RodenburgとWheeler，2002)。

2.フリーストール牛舎における採食行動と飼槽

幅

乳牛の採食量は、乳生産および乳牛の健康維持に

直接影響する。フリーストール牛舎において泌乳

牛を群飼養する場合は、フラット型飼槽において

混合飼料の自由採食を基本として飼料給与がなさ

れるのが通例である。フリーストール牛舎で、のこ

うした飼料給与管理における乳牛の採食行動に関

しては、 l頭当りの飼槽幅や、(飼料と家畜の生活

空間を分ける)給飼柵の構造(水平ノ号イプの高さ、

傾斜の有無)などの検討がこれまで多くなされて

きた。

乳牛にとって採食可能な範囲(1頭当りの飼槽

幅)の減少は飼槽付近での競合を増加させ

(DeVriesら、 2004)、その競合は採食行動に影響

を及ぼす(Friendら、 1977; GrantとAlbright、

2001 ; Olofsson、1999)とされている。 I頭当り

の飼槽幅を0.6mと0.3mとした酪農場での乳午採

食行動の調査結果を比較し、I頭当りの飼槽幅の短

縮により採食期継続時間の短縮などといった採食

行動上の変化が現れるとした報告もある (Morita

ら、 2002)。さらにHuzzyら(2006)は、飼槽幅減

少の採食行動への影響は給飼柵の種類(ポストーレ

ール型・連動スタンチョン型)により異なることを

示した。 Endresら(2005)も同様に、連動スタンチ
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ヨン型給飼柵の利用により、ポストーレール型に比 ることが多い。飼槽面をこれより高くすれば、乳

べ、採食活動が活発な時刻帯における競合は減少 牛が採食時に届く範囲は広くなり、逆に、低くす

すると結論した。 れば届く範囲は狭くなる。放牧時の乳牛が前肢付

こうした成果は、乳午群の日内採食ノ号ターンで 近の放牧地草を採食するために、何回かの喫食の

の採食の集中化や分散化と関連し、給飼や搾乳の 後、一歩ずつ歩を進めたり、歩行しながら採食が

自動化による乳牛行動の変化を通じ、必要とする 行われた砂するのは、こうした採食できる範囲の

飼槽長の決定(西埜と森田、 1995)や、牛床配列と 狭さが原因である。このように、肢もとしか食べ

の関連(2ローや3ロー牛舎)にも利用される(森田 ることができないことから、放牧地での採食に関

ら、 2001)。たとえば、乳牛の放し飼い牛舎にて自 し、フィードステーションという概念や移動と採

動給飼機による多回給与を行えば、 1日あたりの

給与刺激回数が多く、乳牛の日内行動は分散化し、

乳牛が同時に飼槽を占有する最大の頭数は減少す

る。これは用意する飼槽の数(飼槽スペース)も少

なくてよいことを示す。

またこうした乳牛群の日内採食ノ号ターンは、産

次、乳量や分娩後日数により変化することが知ら

れている。乳牛群内の個体特性に配慮した飼料給

与や飼槽管理作業については、ほとんど検討され

ていない。いつでも、十分に、計画した飼料と同

質の飼料を与えるという条件は、こうした個体ご

との採食特性の違いを考慮した飼料給与が出来な

い三とへの対応のようである。

3. フリーストール牛舎における乳牛の採食可能

範囲

l頭当りの飼槽幅は乳牛にとっての左右方向の

長さであり、給飼柵の構造は乳牛の採食に関わる

立体的構造である。 Zappavigna(1983)は乳牛の

採食可能範囲をそれまでのいくつかの研究をとり

まとめ、およそ1m程度であることを示した。この

採食可能範囲は、飼槽面が高くなるにしたがい延

長する。

フリーストール牛舎では、採食可能範囲が飼槽

面の高さと関連することから、酪農現場での飼料

給与方法と飼槽構造は密接に関連している。酪農

現場での放し飼い牛舎の飼槽はフラット形が多く、

その高さ(乳牛の立ち面との差)は10cm程度であ

写真1放牧地草の採食では、前肢とほぼ同じ高さで
の採食のため、足元しか食べることができない。

一般に放し飼い牛舎で設置される飼槽壁の高

さには、乳牛の体格上、胸垂(あるいは胸骨)の高

さによる制限がある。多回給飼可能な条件(自動給

飼機の利用)での牛舎設計でみられる飼槽構造で

は、飼槽面を高く (25"-'30cm)することがある。

これは自動給飼機を用いることで、I回の給飼量を

減少させることができるため、飼槽面を高くして

採食可能範囲を広げ、人間の労力による、餌寄せ

作業を少なくするためである。逆に、飼槽面を低

くする (5""1 Ocm)ことで、採食可能範囲は狭く

(短く)なるものの、飼槽壁の高さが一定であれば、

l回の給飼|量を多くすることができる。混合飼料

(TMR)を作り給与する作業は、拘束時間が比較的

長い。飼料給与回数を少なくできれば、管理作業

を軽減することができる。もちろん、この場合、

餌寄せ作業は増加せざるを得ないので、何らかの

措置を講ずる必要がある。
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写真2 飼槽底面の高い飼槽は、採食可能範囲を広

げ、牛が遠くまで届くことができるようになる。

一方で、飼料側の飼槽壁は低くなり、一度に給与

できる飼料量は減少する。

写真3 飼槽底面の低い飼槽は、一度に大量の飼料給
与が可能であるが、採食可能範囲は狭まることか
ら、餌寄せ作業の回数を増加させなければならな
い。こうした配慮は、給与する飼料の質とも関連
する。

自動晴乳機を利用した際の群飼養子牛や育成

牛における飼槽構造については高橋と堂腰(2005)

の成果がある。原田(2008)は、牛の採食量と飼槽

高の関係を示し、飼槽底面を高くすれば採食量は

増加し、これは採食速度の上昇と関連するだろう

と述べている。また宮崎(2009)は、飼料摂取量を

高めるための飼槽高への配慮を記述し、餌寄せ作

業方法もあわせ記述している。

4.採食活動に伴う残存飼料の形状変化

乳牛は、給与された飼料に含まれる穀類を選択

したり、飼料を採食しやすい形状とするため飼料

を混和し、押し、あるいは飛ばすといった動作を

行う (DeVries、2003;島田ら、 2007)。この動作

により、採食可能範囲外に移動した飼料は、乳牛

には採食できない飼料である。乳牛の採食量を確

保させるためには、採食可能範囲内に十分な飼料

を存在させなければならないから、飼槽に残存す

る飼料の量を評価する指標が生まれ、これをバン

クスコアと呼んで、いる (Hoffman、2007)。

乳牛採食に伴う飼料移動や形状変化は経験的

には認識されているものの、数量的に検討した研

究は極めて少なく、島田ら (2007、2008)は、飼料

給与直後の乳牛の採食動作との関連で検討したり、

飼槽における残飼料の形状変化を、最遠飼料端位

置や最大飼料高位置といった指標変化から検討し

た。また、こうした変化を量的に把握するため起

伏測定装置を考案し、残存飼料の飼料高を経時的

に測定した実験もある(森田ら、2008および2009)。

採食可能範囲外の飼料を範囲内に戻す作業は餌

寄せ作業と呼ばれ、乳牛の活動を活発にする採食

刺激としての意味も持つと考えられていることか

ら、酪農場においては頻繁な餌寄せ作業実施が励

行されている。 DeVriesら(2003)は、 1日2回給飼

において、夜間に餌寄せ作業を追加しでも日内の

乳牛の採食パターンは変化しないと述べている。

餌寄せ作業の本来の目的が、採食可能範囲外ヘ移

動した給与飼料を採食可能範囲内に戻すことにあ

ることを考慮すれば、飼料給与後の乳牛採食に伴

う飼料形状の変化を検討しなければ、適切な餌寄

せ作業の時刻や回数を示すことはできない。また

適切な時刻などが判別されたとしても、人間によ

る作業では実施可能な時刻に制限がある。

飼料給与の自動化に伴う頻回給与では、第l胃発

酵などとの関連に代表される栄養生理的影響とと

もに、家畜管理・行動分野では、飼槽の構造(飼槽

高さなど)や餌寄せ作業が検討の対象となった。

自動餌寄せ機(LelyJuno)が開発され、餌寄せ作
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業の機械イpが現実となっている。この機械は条件

が合う酪農場で急速に普及しつつある。これを用

いた酪農場における残存飼料の形状変化を測定す

ることで、|こうした機械の効果の一部が把握可能

であり、ヰうした機械の有効利用が計られること

となる。 I

ゃ、餌寄宇のタイミング(時刻)・位置(寄せる位

置)・方法(撹搾)などを考慮しつつ、進化している。
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図1 飼槽壁からの距離ごとの餌寄せ作業後経過時

聞と飼料高の関係。

a)飼槽壁に近い位置(10cm)では餌寄せ作業直後の

急激な低下と、それ以降の緩やかな低下の2段階に分

かれる(流入く流出)0 b)飼槽壁から50cmの位置では

経過時聞に伴う大きな変化は認められず、常に低い値

で推移する(流入=流出、採食におけるバランス位

置)0 c)餌寄せ作業後、初期では急激な増加(飼料の集

積、流入>流出)がみられるが、その後減少する。 d)

飼槽壁から100cm位置で、は、飼料の流入が大きく、飼

料高は緩やかに増加する。この位置での飼料の集積に

は、 2段階の過程が存在するようである。
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